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T
株主の皆様へ

　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申
し上げます。
　平素、株主の皆様には当社グループへの格別なご支援を賜り、厚く
御礼申し上げます。ここに第88期中間期（平成22年4月1日から平成
22年9月30日まで）の報告書をお届けいたします。
　当社グループの業績の概況は、財務ハイライトに記載のとおりで
ありますが、売上高733億2千9百万円、経常利益8億9千7百万円、四
半期純利益3億7千5百万円となりました。
　このような状況から、中間配当につきましては、1株につき7円50
銭とさせていただきました。
　当社は今後の収益見通し等を考慮しつつ、継続的に企業体質の強
化と利益確保を図り、安定配当を行うことを基本方針としておりま
す。
　今次中間配当は上記基本方針の下、当社グループを取り巻く経済
環境、当第2四半期連結累計期間の業績等を総合的に勘案して決定
いたしました。何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。
　我が国経済は、新興国の旺盛な需要と政府の景気刺激策等により、
緩やかな回復基調で推移しておりましたが、円高の進行や欧米諸国
における景気減速により先行き不透明な状況が続いております。
　その中で、当社グループは業務改善を図り、業績向上と経営の健全
化に努めてまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。

　平成22年12月

 代表取締役社長

村 田 和 夫

op Message
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自動車業界と建設機械業界の回復に支えられ、業績が回復いたしました。
　当社グループの連結業績は、主要取引業界である商用車を中心とした自動車業界の回復と、中国向け輸出により大幅に
回復している建設機械業界に支えられ、売上高は733億2千9百万円（前年同期比31.7％増）となりました。

●売上高

●当期（四半期）純利益又は純損失

●営業利益又は営業損失

●総資産

●経常利益又は経常損失

●純資産

財務ハイライト（連結）

inancial HighlightsF
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■事業概況
当事業においては、表面処理鋼板、冷延鋼板、
酸洗鋼板、熱延鋼板、棒鋼、条鋼などの普通鋼、
構造用炭素鋼、構造用合金鋼、工具鋼などの特
殊鋼及び建築用の資材、機材を主に自動車、建
設機械、建築、電機、造船、金型などの業界に販
売しております。
また、各事業所は、倉庫を所有し、切断などの
一次加工も行い、福島（郡山）、栃木、神奈川の
各支店にはコイルセンタ－が存在します。

■事業概況
当事業においては、アルミニウム、銅、亜鉛、鉛
などの素材及び加工品を、主に自動車、機械器
具製造、ダイキャスト製造などの業界に販売
しております。また、アルミセンターにて、ア
ルミ板の切断などの一次加工を行い販売して
おります。
■当中間期の概況
商用車業界の販売数量の増加及びアルミ地金
等の価格の上昇の影響が大きく、売上高は79

当社グループは、鉄鋼、非鉄金属、電子材料、ライフ営業、機械・工具の5部門の事業を主として行っております。各セグメント
における主要製品及び、当中間期における概況についてご報告します。

■当中間期の概況
主力の商用車業界、建設機械業界の販売数量
が増加したことにより、売上高は512億4千3
百万円（前年同期比44.5％増）となりました。

億4千3百万円（前年同期比51.5％増）となり
ました。

鉄 鋼 事 業

非 鉄 金 属 事 業

69.9％
売上高構成比率

10.8％
売上高構成比率

事業の内容

egment ReviewS
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■事業概況
当事業においては、旋盤、フライス盤、研削盤、
マシニングセンターなどの工作機械及び工場
生産ライン一式、及び切削工具、作業工具など
を自動車業界を主力に販売しております。
■当中間期の概況
工具業界においては主力の商用車業界の生産
増により緩やかに回復してきておりますが、機

■事業概況
当事業においては、ナイフ・フォークなどの金
属洋食器、陶磁器、またインテリア用品、貴金
属などの製品を、主に百貨店、量販店、ホテ
ルなどの業界に販売しております。またSP
（セールスプロモーション）商品の販売や、輸
入カラオケマイク等の商品をテレビショッピ
ングや通信販売にて販売しております。

■事業概況
当事業においては、電子機器、電器製品に使用
されるプリント配線基板用の積層板など電子
材料を電器業界に販売しております。
■当中間期の概況
プリント配線基板用積層板等の販売について、
国内における欧米向けの調整が入ったものの
海外での旺盛な需要に支えられ、売上高は84

械においては一部ユーザーの老朽機器更新需
要があるものの依然として厳しい状況に変わ
りはなく、売上高は15億9千4百万円（前年同
期比35.4％
減）となりま
した。

■当中間期の概況
主要販売先である通販・テレビショッピング
への販売量減少により、売上高は41億4千7
百万円（前年
同期比9.3％
減）となりま
した。

億1百万円（前年同期比5.6％増）となりまし
た。

機 械・工 具 事 業

ラ イ フ 営 業 事 業

電 子 材 料 事 業

11.5％
売上高構成比率

5.6％
売上高構成比率

2.2％
売上高構成比率
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01 海外事業強化のため、ベトナム・韓国に現地法人設立

平成22年3月、SATO-SHOJI（VIETNAM）CO., LTD.

をベトナム・ホーチミン市に設立しました。この度設

立の子会社は中国とアセアン諸国の二つの巨大市場

を繋ぐ重要な役割を担い、東南アジア全体への取引

拡大を目指します。

当面は非鉄金属、鉄鋼材料、自動車部品、バルブ等の

輸出入を行いますが、将来的にはベトナムの新規商

材を日本向けに営業展開したいと考えております。

平成22年7月1日、韓国ソウル市に韓国佐藤商事㈱を

設立いたしました。鋼材の販売や駐輪場事業等を目的

としております。9月には日本向けにコミュニティサ

イクル機器一式を輸出しました。コミュニティサイク

ルとは、いつでもだれでも利用できる自転車の共同利

用の社会実験です。自動車による大気汚染を少しでも

減らそうというねらいがあります。10月1日からは

名古屋において大規模な社会実験「名チャリ社会実験

2010」（http://meichari.jp/index.html）が始まり

ました。環境を意識した取り組みを今後も推進いたし

ます。

東南アジアへの取引拡大の拠点
SATO-SHOJI （VIETNAM） CO.,LTD.

アジアへの取引拡大の拠点
韓国佐藤商事株式会社

T
トピックス

opics
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02 03販売網のシナジー効果を目指し、
佐藤ケミグラス株式会社を設立

愛知県小牧市に
「名古屋鋼材センター」を新設

桑田硝子㈱（神戸市、ガラス・サッシ等販売）から化成

品事業部・産業機械部門を譲り受け、当社100％出資

の佐藤ケミグラス㈱を、平成22年9月1日に設立いた

しました。

主に農機、建機メーカー向けにガラス材、合成樹脂製

品の販売及び加工を行います。

当社鋼材部門と得意先を同じくすることから、グルー

プ内にて情報の共有化を図り、既存・新規得意先に対

するガラス、樹脂、鋼材販売のシナジー効果を期待し

ます。海外での販売展開も視野に入れております。

東海地区の新たな鋼材物流の核拠点として、平成22

年4月愛知県小牧市に名古屋鋼材センターを新設い

たしました。

敷地面積1万2,540平方メートルに建屋5,300平方

メートル。在庫品種は、特殊鋼丸棒中心に、鋼板、非鉄

金属、化成品などの全品種をそろえ、加工機能も併せ

持ちます。

名古屋鋼材センターの開設により、今まで以上にユー

ザーへの迅速な対応が可能となりました。今後も幅広

くユーザーのニーズに応えてまいります。
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01 直営ショップSAYA六本木店、梅田店
ご好評いただいております

当社の直営ショップ「SAYA」は、“使いやすく美しい、

くらしの道具”をコンセプトとしたキッチン＆テーブ

ルウエアのセレクトショップです。

日本の工業デザイナーの第一人者である、柳宗理氏が

デザインした商品を中心に、実用的・機能的でありなが

ら使いやすく美しい日用品を紹介、販売しております。

大阪・梅田店では、その他に食品やアメニティグッズ、

ベビー用品などもラインアップに加え、幅広い商品構

成となっております。

東京・六本木店、大阪・梅田店とも複合施設内に位置し、

最寄り駅からも徒歩数分という利便性と快適性を兼

ね備えた場所にあります。

これからも皆様の生活に寄り添う、上質な日用品を提

案していきたいと考えております。

お近くにお寄りの際は是非お越しください。皆様のお

越しをお待ちしております。

手におさまる、
くらしの道具をさがす店。

SAYA　六本木店
東京都港区赤坂9-7-4 D-0308
東京ミッドタウン ガレリア3階
Tel.＆Fax. 03-5413-0709
営業時間：
11：00～21：00（1月1日休日）

SAYA　梅田店
大阪府大阪市北区梅田2-2-22
ハービスPLAZA ENT 2階
Tel.＆Fax. 06-4797-3721
営業時間：
11：00～20：00（定休日／不定休）

I
インフォメーション

nformation
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02 03ダンスク陶器をアウトレット価格で
DANSK OUTLETオープン

オンラインショップがリニューアル
「ハピラグ」オープン

自社商品をはじめ当社がご提供する商品を、インター

ネットを通じてご購入いただける通販サイトを運営

いたしております。この度、店舗名を「ハピラグ」とし

リニューアルオープンいたしました。

お中元・お歳暮好適品をはじめ、食品・キッチン用品・

ジュエリー・家電など、様々な商品を取り扱っており

ます。是非一度ご覧ください。

国内3店舗目の直営店として、平成22年7月8日、

DANSKのアウトレットショップが滋賀県竜王の三

井アウトレットパーク滋賀竜王内にオープンいたし

ました。

DANSKショップ内では、陶器、ガラス、カトラリー、

お鍋、タオル、バッグなどの様々な商品を、大変お買い

得なアウトレット価格にて取り揃えております。

お近くにお越しの際は、是非お立ち寄りください。

DANSK OUTLET店
滋賀県蒲生郡竜王町大字薬師字砂山1178-694 三井アウトレットパーク滋賀竜王
Tel.＆Fax. 0748-58-3275
営業時間：10：00～20：00（定休日／不定休）

http://www.sato-direct.jp/shop/
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四半期連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

科　目 当第2四半期末
（平成22年9月30日現在）

前　期　末
（平成22年3月31日現在）

（資産の部）

流動資産 63,953 57,414

固定資産 23,785 24,680

有形固定資産 13,320 13,213

無形固定資産 144 197

投資その他の資産 10,320 11,268

資産合計 87,738 82,095

（負債の部）

流動負債 55,293 48,238

固定負債 8,836 9,985

負債合計 64,130 58,224

（純資産の部）

株主資本 21,683 21,517

資本金 1,319 1,319

資本剰余金 880 880

利益剰余金 19,484 19,319

自己株式 △ 1 △ 1

評価・換算差額等 1,766 2,195

その他有価証券評価差額金 1,878 2,248

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 △ 112 △ 52

少数株主持分 158 157

純資産合計 23,608 23,871

負債純資産合計 87,738 82,095

四半期連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

科　目
当第2四半期（累計）
（平成22年4月1日～）平成22年9月30日

前第2四半期（累計）
（平成21年4月1日～）平成21年9月30日

売上高 73,329 55,696

売上原価 68,005 52,727

売上総利益 5,324 2,968

販売費及び一般管理費 4,397 3,877

営業利益又は営業損失（△） 926 △909

営業外収益 310 274

営業外費用 339 267

経常利益又は経常損失（△） 897 △902

特別利益 4 34

特別損失 93 115
税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△） 808 △983

法人税、住民税及び事業税 541 25

法人税等調整額 △109 91

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1 △2

四半期純利益又は四半期純損失（△） 375 △1,098

四半期連結キャッシュ･フロー計算書（要旨） （単位：百万円）

科　目
当第2四半期（累計）
（平成22年4月1日～）平成22年9月30日

前第2四半期（累計）
（平成21年4月1日～）平成21年9月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー △233 4,836
投資活動によるキャッシュ・フロー △144 △1,765
財務活動によるキャッシュ・フロー △156 △3,781
現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 0
現金及び現金同等物の増減額（減少△） △541 △710
現金及び現金同等物の期首残高 2,726 3,896
新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 34 －
現金及び現金同等物の四半期末残高 2,218 3,185

四半期連結財務諸表（要旨）

Consolidated Financial Statements
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商　　　　　号 佐藤商事株式会社
本　　　　　社 東京都千代田区丸の内一丁目8番1号
 丸の内トラストタワーＮ館16階
 TEL：03-5218-5311
設　　　　　立 昭和24年2月24日
資　　本　　金 13億1,925万円
従　業　員　数 520人
ホ－ムペ－ジアドレス http://www.satoshoji.co.jp/

orporate Data & Stock Information
会社概要・株式の状況 （平成22年9月30日現在）

C

発行可能株式総数 87,000,000株
発行済株式の総数 21,790,350株
株 主 数  4,816名

株式の状況

株式分布状況

代 表 取 締 役 社 長
専 務 取 締 役
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

村 　 田 　 和 　 夫
渡 　 辺 　 　 　 勉
中 　 村 　 順 　 一
永 　 瀬 　 哲 　 郎
秋 　 元 　 雅 　 行
小 　 松 　 和 　 夫
齋 　 藤 　 祐 一 郎
音 　 羽 　 正 　 利
田 　 浦 　 義 　 明
平 　 山 　 繁 　 幸
横 　 舘 　 寛 　 治
中 　 神 　 啓 四 郎

役　　員会 社 概 要

■ 所有者別株主分布状況

■ 所有者別株式分布状況

■ 金融機関

■ 証券会社

■ その他国内法人

■ 外国人

■ 個人・その他

■ 自己名義

3,567千株

135千株

10,458千株

610千株

7,014千株

3千株

（16.4％）

（0.6％）

（48.0％）

（2.8％）

（32.2％）

（0.0％）

■ 金融機関

■ 証券会社

■ その他国内法人

■ 外国人

■ 個人・その他

■ 自己名義

29名

27名

321名

42名

4,396名

1名

（0.6％）

（0.5％）

（6.7％）

（0.9％）

（91.3％）

（0.0％）

大　株　主

株 主 名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

三 神 興 業 株 式 会 社 1,575 7.2
三 原 不 動 産 株 式 会 社 1,533 7.0
日 野 自 動 車 株 式 会 社 1,270 5.8
株 式 会 社 り そ な 銀 行 554 2.5
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 553 2.5
住 友 金 属 鉱 山 株 式 会 社 519 2.4
日 本 シ イ エ ム ケ イ 株 式 会 社 512 2.4
い す ゞ 自 動 車 株 式 会 社 501 2.3
Ｊ Ｆ Ｅ ス チ ー ル 株 式 会 社 500 2.3
山 陽 特 殊 製 鋼 株 式 会 社 499 2.3
持株比率は自己株式（3,483株）を控除して算出しております。



本　　社　〒100-8285　東京都千代田区丸の内一丁目8番1号　丸の内トラストタワーＮ館16階
 TEL：03-5218-5311　FAX：03-3286-1311
支　　店　札幌、秋田、山形、新潟、福島、栃木、神奈川、浜松、
 名古屋、滋賀、大阪、広島、九州、熊本ほか21店
海　　外　インドネシア駐在員事務所

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

事 業 所

関 連 会 社

4月1日から翌年3月31日まで
6月に開催します。
定時株主総会の議決権　3月31日
期末配当金　　　　　　3月31日
中間配当金　　　　　　9月30日
100株
電子公告により行います。但し、やむを得ない理由により電子公告を
することができない場合は、日本経済新聞に掲載します。
公告掲載URL（http://www.satoshoji.co.jp/ir/index3.html）

株式会社だいこう証券ビジネス

東京都中央区日本橋兜町14番9号
株式会社だいこう証券ビジネス　東京支社
〒541-8583
大阪市中央区北浜二丁目4番6号
株式会社だいこう証券ビジネス　証券代行事務センター
電話番号　0120-255-100
ホームページアドレス　http://www.daiko-sb.co.jp/

当社の株主名簿管理人／特別口座の口座管理機関である株式会社だいこう証券ビジネスは、平成23年
1月1日をもって、会社分割により三菱UFJ信託銀行株式会社へ証券代行業務を移管いたします。
つきましては、株式に関する各種お問合せ先等が以下のとおり変更となります。

事業年度
定時株主総会
基準日

単元株式数
公告方法

株主名簿管理人/
特別口座の口座管理機関
株主名簿管理人事務取扱場所

（郵送物送付先）

（連　絡　先）

■  株  主  メ  モ

株主名簿管理人／特別口座の口座管理機関
株式会社だいこう証券ビジネス
【郵便物送付先／各種お問合せ先】
〒541-8583　大阪市中央区北浜二丁目4番6号
株式会社だいこう証券ビジネス　証券代行事務センター

株主名簿管理人／特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行株式会社
【郵便物送付先／各種お問合せ先】
〒541-8583　大阪市中央区北浜二丁目4番6号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

●株式事務に関するご照会
電話 0120-255-100（通話料無料）

●特別口座に関するご照会
電話 0120-351-465（通話料無料）

〔受付時間 9:00～17:00 （土、日、祝祭日を除く）〕

●各種事務に関するご照会
電話 0120-255-100（通話料無料）

〔受付時間 9:00～17:00（土、日、祝祭日、年末年始を除く）〕

平成22年12月30日まで

平成23年1月4日以降

■メタルアクト株式会社
■日本洋食器株式会社
■エヌケーテック株式会社
■佐藤物流株式会社
■植木鋼管株式会社
■佐藤ケミグラス株式会社

■佐藤ゼネテック株式会社
■関根鋼材株式会社
■湘南加工株式会社
■香港佐藤商事有限公司
■SATO-SHOJI（THAILAND）CO., LTD.
■上海佐商貿易有限公司

■牡丹江佐商工貿有限公司
■SATO-SHOJI（VIETNAM）CO., LTD.
■韓国佐藤商事株式会社
■山形クラッチ株式会社
■ネポン株式会社


